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医師のキャリアパスを考える医学生の会 

● 医学生自身が自らのキャリアについて学び、考え、 発信し
ていこうというネットワーク  
● ２００８年１１月１１日設立 

● 会員数76大学876名（2011年10月13日現在）  
 
 



医学生の会の活動 



脳神経外科医になりたいですか？ 

はい 

39% 
いいえ 

61% 

医師のキャリアパスを考える医学生の会 アンケート調査より 

(n=117) 
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医学生から見た脳神経外科医 

高度な外  

科治療 

91% 

救急対応 

7% 
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2%   ・神経系疾患の予防 

  ・術前術後管理 

○医学生の脳神経外科医のイメージは、「高度な外科治療」です。 

医師のキャリアパスを考える医学生の会 アンケート調査より 

(n=117) 



現実の脳神経外科医 

 ○現実の脳神経外科医の扱う領域は医学生が考えるより広範囲です。 

 ○今後、医学の発展に伴い扱う領域はさらに広くなることが予想されます。 

外科的治療 非外科的治療 
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医学生のイメージ 

参考： 社団法人 日本脳神経外科学会ホームページ http://jns.umin.ac.jp/ 



医学生の脳神経外科のイメージ 

では、脳神経外科医を増やすためには何が必要でしょうか？ 

アンケート調査より 

ポジティブイメージ ネガティブイメージ 

技術獲得に時間がかかる 

イメージと現実の乖離 



解決策１：学問的な魅力を伝える 

 ○多くの学生が脳神経外科に魅力を感じています。 

 ○学生の知的好奇心を刺激するような教育の充実が求められています。 

はい 

39% いいえ 

61% 

脳神経外科医になりたいですか？ 

医師のキャリアパスを考える医学生の会 アンケート調査より 

学生教育の充実 

• 医学生セミナーの開
催（「きみが外科医に
なる日セミナー」の
例） 

• 学年ごとの個別なア
プローチ              
（福井大学の例） 
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学年ごとの個別なアプローチ 
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講座配属 

• 研究課題 

• トレーニング 
課題 

臨床講義 

• 発展レベル
の授業 

病棟実習 

• 医療法上問
題ない手技
の経験 

• 縫合練習 

福井大学の教育システム 

Kitai Ryuhei, Kikuta Ken-ichiro. Off-the-job Neurosurgical training System at University of Fukui. 

Jpn J Neurosurg 2010;19(5):388-394. 



解決策２：キャリア形成のサポート 
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脳神経外科医になりたいですか？ 

男子学生 女子学生 

 ○多くの女子学生が脳神経外科に魅力を感じています。 

 ○女性医師の復職支援、e-learningによる専門医の更新などキャリア支援 

   が必要です。 

医師のキャリアパスを考える医学生の会 アンケート調査より 



解決策２：キャリア形成のサポート 

はい 

39% 

いいえ 

61% 

脳神経外科医になりたいですか？ 

医師のキャリアパスを考える医学生の会 アンケート調査より 

 ○技術獲得の期間の長さが診療科選択の障害となっています。 

 ○研修期間の短縮が求められています。 

研修期間の短縮 

• １人あたりの症例数を増やす 

• off-the-job trainingの充実 

 

多様なキャリアを支援 

• 価値観の多様性を容認 

• ロールモデルとなるキャリア
を提示 

技術獲得に時
間がかかる 
拘束時間が長い 
他科志望 

その他 



解決策３：労働環境の改善 

父親が脳神経外科医です。毎日とても激務で、脳神経外科医となるには
多くの事を犠牲にしなければいけないように感じます。 

日本の脳外科医は、研修期間が非常に長く、一人前に
なってからも常に長時間労働、訴訟のリスクにさらされ
ます。リスクに対するリターンが見合いません。 

医師のキャリアパスを考える医学生の会 アンケート調査より 

入学前はあこがれの診療科でした。入学後、大学の先生方の
疲弊しきっている姿を見て選択肢から消え去りました。 

医学生の声 



脳神経外科医を増やすために 

脳神経外科学の発展とさらなる専門の細分化 

多様な働き方、多様なキャリアパスの可能性 

○多様な価値観の容認、キャリア形成のサポート 

○学問的な魅力を伝える 

○労働環境を改善する 
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